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平成 20年 12 月 30 日 

各   位 

会 社 名     株式会社 サクラダ 

代表者名 代表取締役社長 曽田 弘道

（コード番号 5917 東証第１部） 

問合せ先 
執行役員 

経理部担当 
足立 薫彦 

（TEL. 047 － 328 － 3145） 

 

当社及び連結子会社の減損処理並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社及び連結子会社は、減損処理を下記のとおり実施いたします。 

これに伴い、平成20年11月6日の「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました平成21年3

月期（平成20年4月1日～平成21年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますので、お知らせいた

します。 

 

記 

 

１．当社及び連結子会社の減損処理 

 (1) 減損処理の内容 

当社は、第１号投資案件として、当社100%子会社である㈱エスビーオー（以下「ＳＢＯ」という）

及びＳＢＯが単独で匿名組合出資する匿名組合を通じ、㈱ディーワンダーランド（以下、「ＤＷ」と

いう）の第三者割当増資を引き受けておりますが、ＤＷの株価下落により平成21年3月期第2四半期に

おいて減損処理を実施いたしました。しかしながらＤＷの株価がさらに下落していることから、以下

のとおり減損処理を実施いたします。 

① 連結子会社であるＳＢＯは、同社が単独で匿名組合出資する匿名組合を通じて保有するＤＷ株式

について、平成 21年 3月期第 2四半期において匿名組合評価損 812 百万円を特別損失に計上い

たしました。さらに平成 21 年 3月期第 3四半期において 322 百万円を特別損失に追加計上する

ことに伴い、第 3四半期累計期間における減損処理額は 1,134 百万円となりました。 

② 当社は、連結子会社であるＳＢＯの子会社株式について、平成 21 年 3 月期第 2四半期において

子会社株式評価損 932 百万円を特別損失に計上いたしました。さらにＳＢＯが平成 21 年 3 月期

第 3四半期において匿名組合評価損322百万円を特別損失に追加計上したことにより、子会社株

式について子会社株式評価損 348百万円を特別損失に追加計上することといたしました。これに

伴い、第3四半期累計期間における減損処理額は1,280 百万円となりました。 
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２．平成21年3月期通期（連結・個別）業績予想数値の修正（平成20年4月1日 ～ 平成21年3月31日） 

(1)連結                                 (単位：百万円、％) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成20年11月6日発表） 
9,980  350 90   △750  

今回修正予想（Ｂ） 9,980 350 90 △1,209 

増減額（Ｂ－Ａ） －   －  －   △459  

増減率 －%  －%  －%   －%  

前期実績 

（平成20年3月期通期） 
8,767  192  △56   △2,023  

(2)個別                                 (単位：百万円、％) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成20年11月6日発表） 
9,980  360  210   △750  

今回修正予想（Ｂ） 9,980 360 210 △1,235 

増減額（Ｂ－Ａ） －   －  －   △485  

増減率 －%  －%  －%   －%  

前期実績 

（平成20年3月期通期） 
8,767  202  87   △2,154  

 

３．修正の理由 

  （連結） 

ＳＢＯが匿名組合出資金に対し減損処理を行い、平成 21年 3月期第3四半期において 322百万

円（第3四半期累計期間で1,134 百万円）の匿名組合評価損を計上することとなりました。また

平成 20 年 12 月 24 日に「特別損失の計上に関するお知らせ」でお知らせのとおり損害賠償不足

額 137百万円を特別損失に計上しておりますことから、当期純利益が前回予想を下回る見込みと

なったことによります。 

  （個別） 

ＳＢＯが匿名組合評価損を特別損失に追加計上することに伴い、当社が保有するＳＢＯ株式に

ついて、平成21年3月期第3四半期において348百万円（第3四半期累計期間で1,280百万円）の子

会社株式評価損を計上することとなりました。また平成20年12月24日に「特別損失の計上に関す

るお知らせ」でお知らせのとおり損害賠償不足額137百万円を特別損失に計上しておりますこと

から、当期純利益が前回予想を下回る見込みとなったことによります。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

２．四半期決算における有価証券の減損処理については洗替え法を採用しているため、今後の株価の変

動によっては、減損額が修正される可能性があります。 

 

以 上 


